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第1節 研究の背景と問題意識  
 
中国では，改革開放以後順調に成長してきた各産業が，2000年代以後，さらに大き
く成長した（図ⅰ）。その中で，特に 2000年以後は，第 2 次産業，第 3次産業の急速


















































































勝編『東アジア経済の構造』青木書店，2001 年，pp.163～184 を参照。  
4社会主義市場経済は，政治的には社会主義を維持しつつ，経済的には市場経済への移行




義市場経済の中国』講談社，1994年，p.30，p.31，p.35，p.235 を参照。  




81993 年 11 月 5日中共中央・国務院「当面の農業と農村経済の発展に関する若干の政策
措置」通達。  






















                                                   
































図 ii 中国の地域区別 
資料：『中国統計年鑑』，第 1章第 2 節 3．（1）中国内陸部の農業地域の区分より作成 





この西部地域の 12の行政地域を中国の内陸部として位置づける。  
5 
 
表 i 中国の各地域における面積，人口，GDP，平均年収に関する統計（2010年） 
東部地域 東北部地域 中部地域 内陸部
960 92 79 103 687
割合（%） 100 10 8 11 72
134,091 50,664 10,955 35,697 36,069
割合（%） 100 38 8 27 27
401,202 232,031 37,493 86,109 81,408
割合（%） 100 53 9 20 19
40,534 14,626 3,984 11,221 10,701
割合（%） 100 36 10 28 26
187,581 114,553 19,687 45,130 40,694
割合（%） 100 52 9 21 18
うち工業 160,867 102,308 17,327 39,335 34,349
割合（%） 100 53 9 20 18
173,087 102,851 13,822 29,758 30,013
割合（%） 100 58 8 17 17
29,992 46,354 34,303 24,242 22,476
19,109 23,273 15,941 15,962 15,806






























                                                   
15中国の内陸部の農業地域は，地形や自然条件，農法によって，牧畜地域，農牧交錯地域，
南部水稲地域と大きく分けられる。南部水稲地域は四川省，重慶市，貴州省，雲南省，広













                                                   
16大島一二「中国珠江デルタにおける農村の経済発展と変容―広東省宝安県の事例を中心
に」『農村研究』第 76 号，東京農業大学農業経済学会，1993 年 3月，pp.37～45。  
17大島一二「中国広東省における出稼ぎ現象の実態―深圳市，梅州市・梅県の実態調査を
中心に―」『農村研究（東京農業大学農業経済学会）』第 81号，1995 年 9月，pp.98～
109。  
18細野賢治ほか「中国上海市における農業生産の担い手とその特徴」『農政経済研究』第





らの試論―」『農村研究（東京農業大学農業経済学会）』第 100 号，2005 年，pp.154～
160。  
21朴紅ほか「中国蘇南地域における農家の就業構造の特質―第 13 組のモノグラフィ―江
村の追跡調査（3）―」『北海道大学農経論叢』第 63集，2008，pp.71～84。  
22朴紅ほか「中国蘇南地域における農地転用と農地調整―江村の追跡調査（4）」『北海
道大学農経論叢』第 65 集，2010，pp.117～130。 
23山本昌弘「高度経済成長下の中国農民階層構造―山西省と浙江省を事例として」『農業
問題研究』第 62号，2008 年 7月，pp.21～30。  
24隋姝妍「中国野菜企業の基地体制化による農民の性格変化」『農業市場研究』第 17巻

























































































た。調査は，重慶市の 5 の区・県の 11の鎮・街道の農村を対象に，2008 年 2月，2008
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2. 中国農業の従来のあり方  
 
 次に，中国農業の従来のあり方を，南部水稲地域を中心に，生産様式から再整理す
                                                   
381984年経営請負全農家の耕地面積は中国総耕地面積の 93.2％を占めている。1985年農
家総戸数は 1 億 9,077 万戸となり，農家の平均経営規模は，1家族では，労働力 1.94 人





























年の土地改革完成後，かつて地主や富農が所有していた 7億畝（4,667 万 ha）の土地
を 3 億の貧農・雇農（全国の総農民人口 4.5 億）に再分配した52。20 世紀半ば頃に，
中国の農家 1戸当たり（一人当たり）の耕地面積は 0.95ha（0.22ha）しかなかった。
当時のインドの 1/3，アメリカの 1/93と小さかった53。中国では，2000年以上にわた
                                                   
43劉世錡著・近藤康男・藤田泉訳『中国農業地理―社会主義下の農業地域計画―』農山漁
村文化協会，1984 年。  
44シルヴァン・ウィットワーほか・坂本楠彦監訳『10億人を養う』農山漁村文化協会，
1989年。  
45フランチェスカ・ブレイ『中国農業史』京都大学学術出版会，2007 年。  
46沈（2007），前掲書。  
47フランチェスカ・ブレイ（2007），前掲書，p.684 を参照。  
48フランチェスカ・ブレイ（2007），前掲書，p.9 を参照。 
491畝（ムー）＝0.067ha（6.67a）。  
50沈（2007），前掲書，p.13 を参照。  
51劉（1984），前掲書，p.27，彭新万『我国“三农”制度变迁中的政府作用研究
（1949―2007 年）』中国财政经济出版社，2009 年，p.76 を参照。  
52劉（1984），前掲書，p.30 を参照。  






























                                                   






























                                                   
56シルヴァン・ウィットワーほか（1989），前掲書，pp.43～47を参照。  
57シルヴァン・ウィットワーほか（1989），前掲書，p.36 を参照。  
58シルヴァン・ウィットワーほか（1989），前掲書，pp.41～42，p.57 を参照。  
59シルヴァン・ウィットワーほか（1989），前掲書，p.317 を参照。  






























                                                   
61フランチェスカ・ブレイ（2007），前掲書，p.9 を参照。 
62シルヴァン・ウィットワーほか（1989），前掲書，p.36，p.42 を参照。  




































                                                   
64劉（1984），前掲書，p.330，藤田泉著『中国畜産の展開と課題  』筑波書房，1993年，
pp.15～31，藤田泉編『中国内陸部の農業農村構造―日中共同調査分析―』筑波書房，
2002年，p.243 等，多くの研究が内陸部の地域区分について同様の整理を行っている。  

































































































































































































































































                                                   














































































































































大月書店，1979 年，pp.756～757。  
































層は 0.084%を占める。修士学位層はわずか 0.002%しかない。中国統計局（第 5次人口普












































1. 社会主義市場経済の導入と「西部大開発」戦略  
 




















カルスト地形が含まれ，定住人口一人当たりの GDP は 22,476元，都市戸籍人口の年
収は 15,806元，農村戸籍人口の年収は 4,418元であり，いずれも全国平均以下とな



























                                                   
1032010年の統計。全国平均の人口一人当たりの GDPは，都市戸籍人口の年収は 29,992
元，農村戸籍人口の年収は 5,919 元であった。『中国統計年鑑』（2011 年）より。 






供与されることになっている。孔（2008），前掲書，p.232 を参照。  
107第 10期５ヵ年計画のこと。「十五」期は 2001～2005年の 5年間のこと。中国《国民
経済と社会発展第 10 次 5ヵ年計画要綱》より。  

















































2. 農業市場の再形成における政策的推進  
 
（1） 農産物・土地・生産資材市場の再形成  
 
 中国では，改革開放後，また，社会主義市場経済確立後，農業市場の再形成を推進























































































































                                                   
109 http://www.gov.cn。  

































































































































































































表 1－6 1980年以降の中国における農業の生産性向上に関する主な政策  


































































「農業産業化の推進」 1996年1月26日 国務院 農業産業化の推進を第9次5ヶ年計画期間の
財政支援の重点とする決定

























































































































































表 1－7 1980年以降の中国における農業の商業化推進に関する主な政策  
























































































































































































































表 1－8 1990年以降の中国における三農問題解決のための主な国家政策  




















































































































































6. 糧食需給政策  
 




















表 1－9 1985年以降の中国における主な糧食需給政策 





































































































































































































                                                   















          
 
図例 
   糧食主産区       
   糧食需給均衡区     
   糧食調達需要区     
 
図 1－3 WTO加盟後の中国の糧食生産区域の区分  
資料：「糧食流通体制改革のさらなる深化に関する意見」国发（2001）28号より作成 
 



























































































































































































































































































第 2 章 中国内陸部の農業の時系列的変化と現状 
 



















表 2－1は 1978年から 2010年までの主な農業生産財投入と糧食の単収の推移をみ
たものである。内陸部では，全般的に，灌漑農地面積の増加，農業機械利用の増加，
化学肥料利用の増加，また，糧食の単収の増加がみられる。 
1995年から 2010 年にかけて，内陸部の灌漑農地面積は 1,365 ha から 1,775ha ま
で増加した。作付面積 1 ha当たりの農業機械動力数は 1,642Wから 4,097Wまで増加
した。また，化学肥料使用量も作付面積 1 ha 当たりの 825kgから 1,526kg まで増加





















1978 4,497 1,175 783 884 59 2,527
1980 4,489 1,475 1,007 1,269 87 2,734
1990 4,740 2,871 1,935 2,590 175 3,933
1995 4,928 3,612 2,410 3,594 240 4,240
2000 5,382 5,257 3,364 4,146 265 4,261
2010 6,035 9,278 5,774 5,562 346 4,974
1995 1,915 1,600 3,803 1,344 320 4,944
2000 1,818 2,291 5,451 1,499 357 4,905
2010 1,861 3,309 8,606 1,687 439 5,583
1995 1,364 753 1,642 825 180 3,458
2000 1,518 1,071 2,170 1,009 204 3,735
2010 1,775 2,132 4,097 1,526 293 4,272
1978 56 10 286 22 63
1980 60 16 463 29 87
1990 58 30 872 48 140
1995 60 39 1,095 62 176
2000 63 59 1,632 72 201 3,991
2010 69 107 3,188 92 273 5,152
1995 290 160 1,243 245 191 4,394
2000 247 168 1,747 213 221 4,919
2010 255 316 3,329 248 262 5,034
1995 61 38 902 61 145 3,313
2000 65 62 1,316 71 152 3,685
2010 113 173 3,539 87 177 3,659
1995 125 91 1,836 88 177 3,264
2000 140 130 2,249 112 194 3,463
2010 159 241 3,745 185 287 3,582
1995 147 108 1,872 123 214 4,118
2000 150 147 2,343 158 252 4,181




















































農村労働力の第 1 次産業外就労割合の増加もみられた。一方で，2000 年以後，第 1
次産業従事者人口の減少がみられている。  
内陸部では，2010年の段階で各産業の従事者人口は，第 1 次産業 10,149 万人，第
2次産業 4,199万人，第 3次産業 6,940万人である（2010年）。農村労働力は 16,287
万人であり，第 1次産業外就労率は 38%を占める。1995年から 2010 年までの時系列
的変化をみると，全体的な傾向として，第 1次産業従事者人口の減少と，第 2次産業，
第 3 次産業従事者人口の増加がみられた。そして，1990 年代から，農村労働力126の
減少がみられる一方，農村労働力の第 1 次産業外就労割合の増加がみられた。一方，












表 2－ 2 各産業従事者人口，農村労働力人口の推移（1978～2010年） 
第１次産業 第２次産業 第３次産業
1978 28,318 6,945 4,890 30,638 8
1990 38,914 13,856 11,979 47,708 18
1995 35,530 15,655 16,880 49,025 28
2000 36,043 16,219 19,823 48,934 26
2009 29,708 21,684 26,603 46,875 37
2010 27,931 21,842 26,332 41,418 33
1995 9,557 6,517 5,871 15,450 38
2000 9,488 5,974 6,457 15,986 41
2009 7,627 10,351 10,669 17,683 57
2010 7,510 10,881 10,941 17,890 58
1995 9,140 1,917 2,491 11,155 18
2000 11,270 2,361 4,634 14,773 24
2009 10,205 3,946 6,688 16,079 37
2010 10,149 4,199 6,940 16,287 38
2000 925 251 460 1,353 32
2009 656 520 703 1,380 52
2010 633 556 724 1,379 54
1995 3,996 1,009 1,331 5,178 23
2000 2,643 642 1,151 3,789 30
2009 2,158 1,110 1,677 3,937 45
2010 2,142 1,154 1,702 3,968 46
1995 1,369 185 303 1,588 14
2000 1,378 189 479 1,803 24
2009 1,211 268 862 2,031 40
2010 1,192 285 925 2,079 43
1995 1,656 217 76 1,835 10
2000 1,696 210 389 1,949 13
2009 1,673 353 704 2,137 22
2010 1,672 383 760 2,167 23
1995 1,583 282 518 1,965 19
2000 1,575 257 699 2,145 27
2009 1,561 582 719 2,341 33




















































3. 農地利用の変化  
 






























1995 2.17 1.94 0.16 0.44 0.28 0.13 0.05 ー ー 0.02
1999 2.07 1.91 0.09 0.47 0.28 0.13 0.11 ー ー 0.02
2000 1.98 ー 0.09 0.28 ー ー ー 0.06 3.28 0.03
2002 2.00 ー 0.08 0.28 ー ー ー 0.07 4.51 0.03
2003 1.96 ー ー 0.19 ー ー ー 0.07 4.40 0.02
2005 2.08 ー ー 0.32 ー ー ー 3.74
2010 2.28 ー ー 0.35 ー ー ー 0.11 4.24 0.04
1999 1.02 0.94 0.08 0.27 0.09 0.18 0.01 ー ー 0.01
2000 1.02 ー 0.07 0.22 ー ー ー 0.03 0.02 0.02
2002 1.00 ー 0.07 0.25 ー ー ー 0.04 0.03 0.04
2003 0.95 ー ー ー ー ー 0.09 0.03 0.01
2005 0.96 ー ー 0.31 ー ー ー
2010 1.19 ー ー 0.34 ー ー ー 0.07 0.01 0.02
1995 1.25 1.13 0.10 0.35 0.19 0.15 0.05 ー ー 0.01
1999 1.05 0.93 0.09 0.27 0.10 0.16 0.05 ー ー 0.01
2000 1.03 ー 0.09 0.24 ー ー ー 0.03 0.02
2002 0.97 ー 0.03 0.24 ー ー ー 0.03 0.02
2003 0.94 ー ー 0.14 ー ー ー 0.04 0.01 0.01
2005 0.96 ー ー 0.23 ー ー ー
2010 1.08 ー ー 0.26 ー ー ー 0.05 0.03
1995 1.18 0.96 0.17 0.43 0.26 0.15 0.03 ー ー
1999 1.08 0.89 0.13 0.34 0.21 0.11 0.03 ー ー
2000 1.06 ー 0.11 0.36 ー ー ー 0.01 0.01
2002 1.07 ー 0.10 0.35 ー ー ー 0.01 0.01
2003 1.06 ー ー 0.16 ー ー ー 0.01 0.01
2005 1.02 ー ー 0.29 ー ー ー
2010 1.10 ー ー 0.32 ー ー ー 0.03 0.02
1995 1.76 1.32 0.34 1.01 0.55 0.43 0.09 ー ー 0.01
1999 1.54 1.25 0.16 1.13 0.66 0.39 0.07 ー ー
2000 1.39 ー 0.13 0.66 ー ー ー 0.04 0.01
2002 1.50 ー 0.11 0.57 ー ー ー 0.05 0.02
2003 1.39 ー ー 0.18 ー ー ー 0.05
2005 1.40 ー ー 0.62 ー ー ー 0.11
2010 1.50 ー ー 0.84 ー ー ー 0.29 0.01
1995 1.20 1.00 0.10 0.45 0.27 0.10 0.10 ー ー 0.02
1999 1.29 1.02 0.09 0.57 0.28 0.23 0.16 ー ー 0.01
2000 1.25 ー 0.09 0.51 ー ー ー 0.07 0.03
2002 1.32 ー 0.08 0.45 ー ー ー 0.12 0.04
2003 1.34 ー ー 0.43 ー ー ー 0.11 0.01 0.04
2005 1.31 ー ー 0.63 ー ー ー 0.14





































注：1．重慶市は，直轄市になる前の 1995年のデータは四川省の統計に含まれる。  





4. 農産物の生産量の変化  
 
 次に，主な農産物の生産量の変化をみていく。 




表 2－ 4 主な農産物の生産量の推移（1978～2010年） 
糧食 油糧 果物 肉類 乳類 卵類 糧食 油糧 果物 肉類 乳類 卵類
1978 30,477 522 657 317 5 7
1980 32,056 769 679 325 8 7 3
1985 37,911 1,578 1,164 1,927 289 535 358 15 11 18 3 5
1990 44,624 1,613 1,874 2,857 475 795 390 14 16 25 4 7
1995 46,662 2,250 4,215 5,260 673 1,677 385 19 35 43 6 14
2000 46,218 2,955 6,225 6,014 919 2,182 365 23 49 47 7 17
2010 54,648 3,230 21,401 7,926 3,748 2,763 408 24 160 59 28 21
1995 15,237 759 2,242 1,904 191 857 372 19 55 46 5 21
2000 13,970 926 3,205 2,063 296 1,077 311 21 71 46 7 24
2010 13,870 803 8,377 2,467 987 1,063 274 16 165 49 19 21
1995 11,730 509 1,070 1,428 236 193 340 15 31 41 7 6
2000 12,896 671 1,613 1,737 357 265 363 19 45 49 10 7
2010 14,436 829 6,084 2,364 1,578 379 400 23 169 66 44 11
2000 1,107 31 82 154 6 28 389 11 29 54 2 10
2010 1,156 44 238 192 8 37 401 15 83 67 3 13
1995 4,365 170 215 626 28 79 385 15 19 55 2 7
2000 3,372 193 253 556 29 100 405 23 30 67 3 12
2010 3,223 269 723 657 70 144 401 33 90 82 9 18
1995 949 59 21 106 1.4 6 270 17 6 30 0.4 2
2000 1,161 74 31 124 2 7 329 21 9 35 0.5 2
2010 1,112 60 123 179 5 13 320 17 36 52 1.3 4
1995 1,189 20 56 128 10 7 298 5 14 32 3 2
2000 1,468 27 77 205 15 11 342 6 18 48 3 2
2010 1,531 34 398 321 54 21 333 7 87 70 12 5
1995 1,508 45 267 250 0.9 15 332 10 59 55 0.2 3
2000 1,529 59 360 276 2 15 340 13 80 62 0.4 3










































5. 農家の農産物販売  
 














表 2－ 5 農家人口一人当たりの主要農産物の販売量の推移（1985～2010年） 
糧食 油糧 野菜 果物 豚肉 家禽肉
1985 123.5 14.4 53.8 6.8 16.3 1.0
1990 180.2 12.9 65.1 13.2 17.8 1.5
1995 179.2 12.0 80.0 24.3 24.2 2.4
2000 264.7 18.4 132.1 46.4 30.2 4.6
2005 375.8 20.1 167.9 61.6 32.2 9.6
2010 460.5 17.5 168.3 65.9 33.1 10.5
2000 58.3 4.4 66.0 17.4 41.8 4.8
2005 69.1 6.1 104.8 25.4 48.9 5.6
2010 88.3 6.4 145.9 48.5 43.6 6.3
2000 76.5 14.0 113.3 20.2 45.8 4.4
2005 80.6 18.2 142.0 32.7 69.1 11.0
2010 85.5 18.2 128.5 42.9 61.4 5.3
2000 77.1 15.1 52.6 3.1 27.7 2.0
2005 64.9 11.7 95.5 5.7 29.3 2.1
2010 56.6 5.8 74.1 7.0 24.6 1.4
2000 93.2 6.0 96.0 21.4 28.3 1.3
2005 100.3 10.7 146.3 21.5 34.2 3.4
2010 85.9 4.9 166.2 30.6 36.4 3.2
2000 72.2 3.8 90.5 35.1 51.6 5.0
2005 126.8 3.8 131.4 48.9 49.7 6.2






























力市場（第 4章），糧食市場（第 5章），野菜，果物市場（第 6章，第 7章）に焦点を
あて，各事例分析を通して行なっていく。  
 










まず，全国の現状をみると，中国全体の GDP は 401,202 億元である（2010 年）。
その内訳は，第 1次産業は 40,534 億元（10%），第 2次産業は 187,581 億元（47%），
第 3次産業は 173,087 億元（43%）である。1978 年から 2010年までの変化をみてみ
ると，データが名目額であることを留意する必要があるが，各産業が大きく成長して
きたことは明らかである。その中で特に 1990 年代以後，第 2 次産業，第 3 次産業の
急速な成長がみられている。一方，経済成長とともに，第 1 次産業の GDP の総額に
占める割合が年々低下し，中国の経済において第 1 次産業の重要性が縮小している。
それと同時に，都市農村間の所得格差，またその拡大もみられるようになった。2010
年時点において，農村住民の年収は 5,919 元，都市住民の年収は 19,109 元であり，
都市農村間の所得格差は 3.2倍に達していることがわかる。 
中国の東部地域と内陸部を比較してみると，2010 年，東部地域の GDP 総額は
231,031 億元である。これは中国全体の GDP の 6 割弱を占めている。各産業の構成
はそれぞれ，第 1次産業 6%，第 2次産業は 50%，第 3次産業は 44%であり，第 1次
産業の比重が極めて小さい。 
一方，内陸部では 2010 年，GDP の総額は 81,408 億元であり，中国全体の 2 割未
満を占めている。各産業の構成はそれぞれ，第 1次産業 13%，第 2次産業は 50%，第













表 2－ 6 各産業の GDP 状況及び都市・農村住民の平均年収の推移（1978～2010年） 
割合（%） 割合（%） 割合（%） 割合（%）
1978 3,624 100 1,018 28 1,745 48 861 24 134 343 2.6
1980 4,518 100 1,359 30 2,192 49 966 21 191 478 2.5
1990 18,548 100 5,017 27 7,717 42 5,814 31 686 1,510 2.2
1995 58,261 100 11,993 21 28,173 48 18,094 31 1,578 4,283 2.7
2000 97,209 100 14,844 15 45,784 47 36,581 38 2,254 6,280 2.8
2010 401,202 100 40,534 10 187,581 47 173,087 43 5,919 19,109 3.2
1995 29,216 2,238 5,352 2.4
2000 51,021 100 5,872 12 25,033 49 20,115 39 3,199 8,232 2.6
2010 232,031 100 14,626 6 114,553 50 102,851 44 8,143 23,273 2.9
1995 10,589 1,133 3,774 3.3
2000 16,655 100 3,707 22 6,913 42 6,035 36 1,531 5,642 3.7
2010 81,408 100 10,701 13 40,694 50 30,013 37 4,418 15,806 3.6
1990 528 1,696 3.2
1995 1,123 100 264 24 493 44 366 33 1,270 4,375 3.4
2000 1,791 100 285 16 760 42 746 42 1,892 6,176 3.3




1995 3,534 1,158 4,003 3.5
2000 4,010 100 946 24 1,700 42 1,364 34 1,904 5,894 3.1




1995 630 1,087 3,931 3.6
2000 994 100 271 27 388 39 335 34 1,374 5,122 3.7




1995 1,207 1,011 4,085 4.0
2000 1,955 100 436 22 843 43 676 35 1,479 6,325 4.3




1995 1,606 1,446 4,792 3.3
2000 2,050 100 539 26 748 36 763 37 1,865 5,834 3.1










































次産業の GDP に占める割合がまだ比較的高く，地域経済にとって第 1 次産業の生産
が重要となっている。また，都市農村格差について，内陸部平均レベルを超えた都市
農村間の格差がさらに生じている省・自治区がみられた。  
重慶市では，各産業の構成はそれぞれ，第 1 次産業 9%，第 2 次産業は 55%，第 3
次産業は 36%である（2010年）。農村住民の年収は 5,277元，都市住民の年収は 17,532
元であり，いずれも全国平均レベル未満となっている。  
 以上，各産業の GDP の成長及び都市・農村住民の平均年収の変化をみた。経済発
展とともに，東部地域より遅れている中国の内陸部においても，各産業の急成長がみ
られた。特に第 2次，第 3次産業の成長が大きく，第 1 次産業の相対的な低下が全国
と同様に進んでいる。 
 




















表 2－ 7 主要作物の作付面積の推移（1978～2010年） 
コメ コムギ トウモ
ロコシ
1978 12,059 3,442 2,918 1,996 1,180 80 622 333 166
1980 11,723 3,388 2,884 2,009 989 80 793 345 178
1990 11,347 3,306 3,075 2,140 912 76 1,090 634 518
1995 11,006 8,931 3,074 2,886 2,278 81 1,123 952 73 1,310 952 810
2000 10,846 8,526 2,996 2,665 2,306 79 1,266 1,054 69 1,540 1,524 893
2010 10,988 8,985 2,987 2,426 3,250 82 1,128 875 68 1,389 1,900 1,154
1980 3,502 1,188 929 540 314 79 113
1995 3,082 2,642 942 934 597 86 204 235 73 311 373 377
2000 2,848 2,422 841 891 588 85 204 223 68 349 628 405
2010 2,484 2,250 662 837 694 91 101 133 65 257 710 408
1980 3,130 798 918 682 341 75 86
1995 3,392 2,623 747 902 668 77 341 429 74 369 237 218
2000 3,453 2,576 745 800 754 75 362 516 70 441 361 275
2010 3,380 2,469 687 617 995 73 344 567 65 444 565 489
2000 277 179 78 47 50 65 22 76 77 23 32 10
2010 224 132 68 15 46 59 21 71 67 25 59 25
1980 1,055 308 238 182 173 88 34
1995 993 737 300 233 172 74 57 200 77 105 83 30
2000 685 520 212 160 124 76 44 121 71 103 86 31
2010 640 478 200 127 136 75 43 119 68 122 117 55
1980 242 77 33 72 28 85 9
1995 286 204 74 56 65 71 29 53 68 45 27 4.1
2000 315 213 75 57 73 67 32 70 67 51 36 7.5
2010 304 183 70 26 78 60 31 89 62 53 65 15
1980 359 103 59 111 24 90 7
1995 364 284 94 63 99 78 50 31 73 15 21 14
2000 424 347 107 65 113 82 25 52 73 21 35 23
2010 427 306 102 43 142 72 58 63 66 33 67 32
1980 396 276 4.2 54 16 81 8
1995 366 303 242 2.2 55 83 32 31 64 28 56 47
2000 366 296 230 2.0 61 81 36 34 58 34 90 79





































































2010年の内陸部の糧食作付面積は 3,380万 haである。その中で，穀物は 2,469万
ha（うちコメ 687 万 ha，コムギ 617 万 ha，トウモロコシ 995 万 ha）であり，糧食
作付面積に占める穀物の作付割合は 73%である。農産物総作付面積に占める糧食作付

































表 2－ 8 一人当たり年間糧食保有量，人口の推移（1978～2010年） 
1978 318 96,259
1980 327 98,705 19.3
1990 393 114,333 26.4
1995 387 121,121 29.0
2000 366 126,743 36.2
2010 409 134,091 49.9
1990 38,940
1995 372 40,964 23.8
2000 311 44,895 44.4
2010 274 50,664
1990 32,467
1995 340 34,497 20.5
2000 363 35,531 21.2
2010 400 36,069
2000 358 2,848 35.6
2010 401 2,885 53.0
1980 351
1990 10,804
1995 385 11,325 15.7




1995 270 3,508 15.7




1995 298 3,990 16.4




1995 332 4,543 14.6
























資料：表 2－1同。  


















































































第2節 重慶市の概況  
 





1. 重慶市の地理的位置  
 





抜はほぼ 500m であり，800m 以上の地区もある。主な河川は長江，嘉陵江，烏江，
涪江，綦江，大寧江等がある。嘉陵江が北から市の中心部で長江と合流し，長江が重
                                                   
128  中国の最長の川である。揚子江ともいう。  
72 
 
慶市を横断する（図 3－1，図 3－2） 
 
 
図 3－ 1 中国重慶市の位置 
資料：中国の地図
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:
China_topo.png（2012 年 3月）より 




図 3－ 2 重慶市の交通略図 
資料：『重庆市地图册』成都地图出版社，2010 年より作成 
 
2. 重慶市の気候  
 
亜熱帯モンスーン湿潤気候に属している。年間平均気温は 18.7℃  ，降水量は
1,044.7mm，平均湿度は 77.6％，年日照時間は 910.6時間である。1 月の平均気温は





                                                   
129  データは『重慶統計年鑑』（2011 年）http://www.stats.gov.cn/tjsj/ndsj/より。 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  長江 
円 市政府を中心に，半径 60㎞，120㎞ 
千米  
 





3. 重慶市の歴史  
 




商代から戦国時期（紀元前約 16 世紀～紀元前 221 年）にかけて，重慶は巴国の国















共和国成立後，南西地域の要衝として，1949 年 11 月から 1954 年に四川省に編入さ
れるまで中央直轄市として置かれた。1983年に全国初の計画単列市131に指定された。
                                                   










1997 年に中央直轄市に昇格した理由としては，第 1 に，旧重慶市は計画単列市(指
定都市)として省レベルの経済管理権限をもつ条件を有していたこと，第 2に，旧重慶
市は三峡ダム建設による住民移転地域に位置しており，住民移転の統一管理，工事完










図 3－ 3 旧・現四川省，現重慶直轄市と山峡ダムの位置図 
資料：中国国家測絵局134地図より作成 
 
                                                                                                                                                     
と水平的な地区封鎖を打ち破って周辺の農村地域へ経済発展波及させることを目指した
ものである。新しい政策が計劃単列市でテストされる場合が多い。三宅康之『中国・改革
開放の政治経済学』ミネルヴァ書房（京都），2006 年を参照。  
132ほかは，北京市，天津市，上海市の 3つである。  
133张明亮ほか「跨世纪的战略举措―谈设立重庆直辖市」『中国方域』，1998 年，pp.2～5
を参照。 
134中国国家測絵地理信息局 http://www.sbsm.gov.cn/article/zxbs/zxfw/（2011 年 8 月）。 





旧四川省  現四川省  
重慶直轄市  長江  長江  
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たは第 1次産業生産額の高い順から，郷，鎮，街道に区分される。  
（全国） （地方） 














































表 3－1，図 3－6 は 1954 年以後の重慶市の行政区分の推移とその地域区分図を示
したものである。 
重慶市は，1954 年から 1982 年まで，四川省の地級市として 9 区 4 県の 13 行政単
位を管轄していた。面積は 9,678 ㎞²であった。1983 年から 1996 年までは，計画単
列市として 9 区 12 県の 21 行政単位を管轄していた。面積は 23,134 ㎞²と拡大した。
1997年に中央直轄市に昇格し，以後の 2011 年 9月まで，15区，4市，21県の 40行




表 3－ 1 1954年以後の重慶市の行政区分の推移  
時期 行政等級 行政区分 行政単位数 面積
1954～1982年 四川省の地級市 9区4県 13 9,678㎞²









                                                   
135 2011 年 10 月 27日，重慶市三期人民大会常務委員会第 27回会議により，区県の合併
が行われた。2012年現在，19市轄区，15県，4自治県を管轄する。重慶市人民政府公式
サイト（日本語版）http://jp.cq.gov.cn/chongqingtoday/Headlines/3441.htm （2012年 4




図 3－ 6 重慶市の範囲の推移 
資料：中国城市地図集编辑委員会『中国城市地図集』中国地図出版社，1994年，任乃
強ほか『四川州県建置沿革図説』巴蜀書社，2002年，『重庆市地图册』（2010），重慶















2011 年 10 月～ 
重慶直轄市（区・県合併） 





























県に農村が存在し，農業生産が行われている。2009 年時点の農家 1 戸当たりの農地


















                                                   








































現代農業   
 
高効率型   
現代農業   
特色のある生態型
現代農業    
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82,441 5,473 18,832 58,136
構成（%） 100.0% 6.6% 22.8% 70.5%
総人口数（万人） 3,303 612 1,031 1,661
構成（%） 100% 18.5% 31.2% 50.3%
2,196 186 739 1,272
構成（%） 100% 8.5% 33.7% 57.9%
66.5% 30.4% 71.7% 76.6%
1,379 123 475 781
構成（%） 100% 8.9% 34.5% 56.6%
人口密度（人/km²） 350 1,363 443 224
人口（万人） 2,885 746 835 1,304
構成（%） 100.0% 25.9% 28.9% 45.2%
都市化率（%） 53.0% 84.0% 49.0% 37.9%
総生産額（万元） 80,325,533 35,967,140 19,723,413 24,634,980
構成（%） 100.0% 44.8% 24.6% 30.7%
6,853,865 751,903 2,762,297 3,339,665
構成（%） 100.0% 11.0% 40.3% 48.7%
39,063,061 16,762,938 10,346,008 11,954,115
構成（%） 100.0% 42.9% 26.5% 30.6%
34,408,607 18,452,299 6,615,108 9,341,200
構成（%） 100.0% 53.6% 19.2% 27.1%
在住人口１人当り（元） 27,846 48,229 23,619 18,895
10,211,330 1,098,770 4,030,966 5,081,594
構成（%） 100% 10.8% 39.5% 49.8%
農業 5,415,342 648,458 2,168,628 2,598,256
構成（%） 100% 12.0% 40.0% 48.0%
林業 389,314 18,044 139,800 231,470
構成（%） 100% 4.6% 35.9% 59.5%
畜産業 3,866,440 342,988 1,516,329 2,007,123
構成（%） 100% 8.9% 39.2% 51.9%
漁業 340,669 52,633 151,841 136,195
構成（%） 100% 15.4% 44.6% 40.0%
その他 199,563 36,647 54,367 108,549
構成（%） 100% 18.4% 27.2% 54.4%
平均 17,532
最高額 20,050 19,089 16,844
最低額 19,090 12,545 11,478
平均 5,277
最高額 9,236 7,142 6,410































                                                   











決環境保全型経済地域」がいずれも 4割超か 5割超，「西部経済興進地域」は 3割か 4
割超と占めており，2 地域の農林畜産業の生産は重慶市で重要な位置を占めているこ




表 3－3は各地域の農地面積と 2010年の農業生産の状況を示したものである。  
各地域の耕地面積が重慶市の耕地面積に占める割合として，「都市中心経済発達地






全型経済地域」は，糧食 56.2%，油糧 62.8%，野菜 47.4%，果物 65.6%，食肉 54.9%，


















1,384,645 108,913 479,999 795,733
構成（%） 100% 7.9% 34.7 57.5%
農産物作付総面積（ha） 3,359,388 235,712 1,063,766 2,059,910
構成（%） 100% 7.0% 31.7% 61.3%
うち糧食 2,243,888 141,902 686,199 1,415,787
構成（%） 100% 6.3% 30.6% 63.1%
糧食 11,561,300 766,630 4,300,278 6,494,392
構成（%） 100% 6.6% 37.2% 56.2%
油糧 444,499 7,060 158,211 279,228
構成（%） 100% 1.6% 35.6% 62.8%
野菜 13,095,385 1,470,841 5,420,378 6,204,166
構成（%） 100% 11.2% 41.4% 47.4%
果物 2,384,711 170,107 649,271 1,565,333
構成（%） 100% 7.1% 27.2% 65.6%
食肉 1,924,588 125,165 743,326 1,056,097
構成（%） 100% 6.5% 38.6% 54.9%
うち豚肉 1,475,548 92,912 527,774 854,862
構成（%） 100% 6.3% 35.8% 57.9%
うち牛肉 62,721 604 5,628 56,489
構成（%） 100% 1.0% 9.0% 90.1%
サトウキビ 116,833 856 96,812 19,165
構成（%） 100% 0.7% 82.9% 16.4%
葉たばこ 81,030 641 4,984 75,405
構成（%） 100% 0.8% 6.2% 93.1%
茶 25,237 3,124 13,963 8,150
構成（%） 100% 12.4% 55.3% 32.3%
淡水水産物 224,300 30,923 107,570 85,807



















図 3－10は重慶市の糧食についての生産地域区分を示したものである。  
 






                                                   
138第 1章第 5節 6.「糧食需給政策」を参照。  
   
図例：             
  商品口糧供出区     


























































図 3－ 11 重慶市の各糧食生産地域における耕地面積（2007 年）と糧食生産の割合
の状況（2010年） 
資料：『重慶市統計年鑑』（2008年，2011年）より作成 
                                                   
139（中国語）国务院 2001 年 7月 31日「关于进一步深化粮食流通体制改革的意见」（国
发[2001]28 号）。  


















1. 都市中心経済発達地域  
 
 





北碚区，渝北区の 9区からなる（図 3－12）。 
都市中心部にあるため，第 2，3 次産業が発達している。一方，農地は外縁部に位
















置し，傾斜地が多い。2010 年の地域の GDP の構成は高い順からではそれぞれ，第 3
次産業 51%，第 2 次産業 47%である。第 1 次産業はわずか 2%であり，極めて低い。





























耕地面積の重慶市の耕地面積に占める割合は 7.9%である（2007 年）。2010 年，重慶
市の農産物作付総面積に占める割合は 7.0%であり，うち糧食は 6.3%である。主な農
林水畜産物生産量の重慶市の生産量に占める割合については，高い順からは淡水漁業









                                                   
142  中国では「農家楽」と呼び，農家民宿の形での観光農業である。  
90 
 
2. 西部経済興進地域  
 
 



































4  5  
6  7  
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4：旧双橋区，5：銅梁県，6：栄昌県，      
7：璧山県，8：永川区，9：江津区，       
10：旧綦江県，11：旧万盛区， 
12：南川区 





2010年の地域の GDP の構成は高い順からそれぞれ，第 2次産業 52%，第 3次産業
34%である。第 1 次産業は 14%である。第 1次産業の産出額の構成については，農業




て，高い順にそれぞれ，サトウキビ 82.9%，茶 55.3%，淡水漁業物 48%，野菜 41.4%，






食自給区」，2 つの「糧食生産の不適切地」に類別された。重慶市の 10 の糧食産地の




















図 3－ 16 重慶市の貧困解決環境保全型経済地域  
資料：図 3－8同。 
 
2010年の地域の GDP の構成は高い順からそれぞれ，第 2次産業 48%，第 3次産業
38%である。第 1 次産業は 14%である。第 1次産業の産出額の構成については，農業





















4：豊都県，5：万州区，6：城口県，   






























































































表 3－ 4 各事例地の特徴（2010年） 
第6章事例 第7章事例
大渡口区 武隆県 合川区 旧大足県 潼南県 涪陵区
103 2,901 2,356 1,399 1,594 2,941
23.69 41.27 155.26 96.64 95.52 115.66
うち農村戸籍（%） 16 75 67 78 85 64
18 17 18 17 18 18
1,000～
1,200
1,094 1,553 1,011 990 1,072
1,000～
1,400













1,772,136 724,155 2,444,920 1,450,067 1,167,882 4,344,866
うち第1次産業（%） 1 15 15 16 23 7




















































                                                   
143第 1章第 5節 1.（2）注 106 を参照。重慶市の場合は，基本的に標高 800m 以上，傾斜
度 25度以上の耕地は林地に還す。政府から「退耕還林補助」を提供する上に，植林用の
苗木を提供する。補助金金額は地域差がある。重慶市の場合は 245 元/畝・年になる
（2008 年 11月時点）。農家聞き取り調査より。  
144重慶市潼南県農業委員会公式サイト http://www.tnxny.gov.cn（2012 年 12月 27日）
を参照。 
145重慶市合川区人民政府公式サイト http://www.hc.gov.cn/（2012年 12月 27日）を参照。  
146重慶市大足区人民政府公式サイト http://dz.cq.gov.cn/（2012年 12月 27日）を参照。 






図 3－ 18 各事例地の位置図 





                                                   
148重慶市大渡口区人民政府公式サイト http://www.ddk.gov.cn/（2012年 12 月 27日）を
参照。 


























    
   
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       









第 4 章 都市近郊農村と山地農村における小農生産の変化と労働力の問題
―大渡口区と武隆県の比較 
 
第 1節 はじめに  
 
内陸部農村では，商工業が未発達のため，村内では非農業就労場所を求めることが

















第 2節 重慶市の農業労働力の現状  
 
重慶市は人口が多く，うち農村戸籍人口の割合が 6 割超（2010 年）と高い（表 4
－1）。 
                                                   
1502010年の統計によると，重慶市の都市人口所得は 17,532 元，農村戸籍人口所得は
5,277 元であった。重慶統計信息ネット『重慶市統計年鑑』（2011 年）より








表 4－ 1 重慶市における人口，GDP．年収の推移（2001～2010年） 
総額（万元） 第1次産業 第2次産業 第3次産業
17,497,700 2,930,300 7,276,600 7,290,800
100% 17% 41% 42%
30,704,900 4,634,000 12,591,200 13,479,700
100% 15% 41% 44%
79,255,800 6,853,800 43,591,200 28,810,800















2001 3,097.92 2,408.42 78% 5,654


























                                                   





























図 4－ 1 重慶市における農村戸籍人口年収の構成と指数の推移（2003～2010年） 
資料：『重慶統計年鑑』（各年）より作成  
注：1.所得は名目額である。 
  2.指数は名目額より算出したもの。 
  3.2006年に重慶市では大きな干ばつが発生した。  
 
重慶市では近年，人口の都市集中が急速に進行している一方，農業労働力の減少が
みられた（図 4－2）。1999 年から 2009 年までの 10 年間，農業労働力は約 204 万人
の減少がみられたことが図 4－2 からわかる。農村戸籍人口のうち農業労働力の割合







指数：2003 年＝100   
元
  











































  2.都市化率＝都市在住人口数／在住総人口数＊100% 
 3. 2010 年の重慶市の農業労働力統計が得られなかった。 
 










図 4－ 3 大渡口区と武隆県の位置図 
資料：図 3－2同。 
 




なく，主な産業は工業である。年平均気温 18℃，年間降水量 1,000～1,200mm であ
る。年日照時間は 1,000～1,400hである。耕地面積は 1,445ha（2007 年）である152。
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人である。年平均気温 17℃，降水量 1,094mm，日照時間は 1,121hである。県内標高











432,462 12,606 309,783 291,874 110,073
100% 3% 72% 25%
697,696 15,190 545,935 481,232 136,571
100% 2% 78% 20%
1,772,136 14,320 1,219,516 1,118,371 538,300
100% 1% 69% 30%
159,307 50,125 50,226 17,359 58,956
100% 31% 32% 37%
298,796 69,029 127,459 70,414 102,308
100% 23% 43% 34%
724,155 107,328 266,951 132,784 349,876






















2001 20.41 6.07 30%
26,762
2010 23.69 3.83 16% 58,875
4,031




2001 39.50 34.69 88%
8,574






                                                   
153統計データは『重慶統計年鑑』（各年）より。  
1542010年重慶市の平均年収（都市 17,531 元，農村 5,277元）未満であった。『重慶統計











隆県は第 2，3次産業が遅れていることがわかる。  
 








糧食 油糧 葉タバコ 果物 野菜 肉類 水産品
2001 n.a. n.a. n.a. 9,426 23 n.a. 664 n.a. n.a. n.a. n.a.
2005 3,754 921 25% 4,614 n.a. n.a. 830 99,238 7,111 2,105 97%
2010 2,503 58 2% 410 n.a. n.a. 671 62,230 1,552 732 94%
2001 n.a. n.a. n.a. 149,262 4,216 6,875 5,132 n.a. n.a. n.a. n.a.
2005 75,688 52,705 70% 170,924 5,958 10,665 7,087 98,380 41,653 2,010 42%




































農業 林業 畜産 水産 その他
2001 17,556 9,393 86 6,433 1,644 0 n.a. n.a. n.a.
100% 53.5% 0.5% 36.6% 9.4% 0.0%
2005 24,400 12,211 511 8,626 2,112 940 4,321 21,253 4.9
100% 50.0% 2.1% 35.4% 8.7% 3.9%
2010 21,050 14,270 990 3,290 1,300 1,200 8,837 19,091 2.2
100% 67.8% 4.7% 15.6% 6.2% 5.7%
2001 77,643 43,451 5,039 27,773 1,380 0 n.a. n.a. n.a.
100% 56.0% 6.5% 35.8% 1.8% 0.0%
2005 107,639 54,684 2,565 48,165 1,744 481 2,408 11,194 4.6
100% 50.8% 2.4% 44.7% 1.6% 0.4%
2010 169,746 95,826 6,399 63,658 3,263 600 4,604 15,553 3.4








































2.  事例地の選択理由  
 
本章の事例地は大渡口区にある T鎮と武隆県にある B鎮である（図 4－4，図 4－5）。 
 
 
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       













図 4－ 4 大渡口区 T 鎮事例地の位置図 
資料：図 3－8，図 3－9 同。 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  国道 
  長江 
円 区政府を中心に，半径 5㎞，10㎞ 
▲  事例地 
T鎮事例地  
千米   
区政府   









県   
(B鎮)   
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       










図 4－ 5 武隆県 B 鎮事例地の位置図 
資料：図 3－8，図 3－9 同。 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  国道 
  省道 
円 県政府を中心に，半径 10㎞，20㎞ 
▲  事例地 
B鎮事例地 
県政府   
千米    




ある都市近郊農村である。人口 2 万 4,005人のうち農村戸籍人口は 1万 9,491人，都
市人口は 4,514人となっている（2006年）155。2006年，耕地面積 606ha である。う
ち水田は 371haを占める156。 
B 鎮は武隆県の西部に位置し，面積 221.7km²であり，重慶市中心地より 120km，
県政府所在地より 24kmの距離にある山地農村である。人口約 2万 9,000 人のうち農













ていない。このような T鎮と B 鎮は重慶市の 2 つの典型的な農村環境の例となると考
える。 
 
3.  調査農家の抽出について 
 
第 1 回調査は 2008 年 2 月末，重慶市農業局法規処，大渡口区農業局人事科，T 鎮
農業サービスセンターの協力を得て，T 鎮の 4 戸の農家から聞き取り調査を行った。
                                                   
1552011年人口 2 万 6 千人である。重慶市大渡口区人民政府公式サイト（T 鎮概要）より
http://www.ddk.gov.cn/post/25316（2012 年 4 月）。 
156『重慶市大渡口統計年鑑』（2007年）p.108 を参照。 
1572011年人口 2万 9千人，農家人口は 2万人程度である。重慶市武隆県 B鎮人民政府公
式サイトより http://bmz.cqwl.gov.cn/（2012 年 4 月）。 
158重慶市における経済開発地域区分については第 3 章の第 3節を参照。  
108 
 
また，機縁法により抽出した B 鎮の農家 3戸を訪問して聞き取りを実施した。 
第 2回調査は 2008 年 11月に行った。地域の中心的農家（村長等）を起点とし，機














第 4節 調査農家の農業生産経営の現状  
 
1. 家族構成と就労状況  
 

















T7 4 2 世帯主：68：小、
妻：60：小
ー ー ー ー
息子
T6 4 4 世帯主：71：小、
妻：68：小、
息子：37：高
ー 嫁：30：サ ー ー
ー






T8 5 4 世帯主：55：中、
妻：50：中
ー 嫁：26：サ 孫：4 息子
ー
T5 4 3 世帯主：65：中、
妻：60：中
ー 次女：22：サ ー 長女
ー




T3 2 2 世帯主：68：小、
妻：62：中
ー ー ー ー
ー
















B6 5 3 夫：50：中 世帯主：44：（補）：自 ― 孫娘：1 娘：22、
息子：19 ー
































15戸の農家は，2人家族 6戸，3人家族 4戸，4人家族 4戸，6人家族 1戸からな
る。B 鎮は T鎮と違い，標高 800m超の山地農村であるため，1人子政策159の規制の






緩和対象地域になるため，この地域では 2人の子どもをもつ世帯も存在する。  
農業基幹労働力の年齢層は，T鎮 31～71歳，B 鎮 43～67歳である。15戸 27人の
農業基幹労働力のうち，年齢階層別にみると，60歳代以上が 14人と大多数を占めて














る。T鎮は耕地と退耕還林地，B 鎮は耕地と林地160からなる。T鎮も B 鎮も傾斜地が






農家 1 戸当たりの請負面積についてみてみると，B 鎮は T 鎮と比較して大きく，T















販売 自家消費 販売 自家消費 販売







― 山椒 ― ― ― 鶏（10）、鴨（5） 鶏（10）
T6 4.2 4.2 ― 4.2 2.1 2.1 ― ー コメ、トウモロコ
シ、サツマイモ、
大豆
ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― 豚（1）、鶏（5） 豚（1）、鶏
（5）、草魚、鰱
魚
T1 3.0 3.0 ― 4.0 2.5 1.5 ― 借地（1.0） ― ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― 豚(1)、鶏(5） 豚(1)、鶏(5）
T8 3.3 3.3 ― 3.7 2.2 1.5 ― 借地（0.4） ― トウモロコシ、
サツマイモ、ネ
ギ、ニラ
― 山椒 ― ― ― 鶏（3）、鴨（2） ―
T5 2.9 2.9 ― 2.9 1.3 1.6 ― ー ― ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― ― ―
T2 1.5 1.5 ― 1.5 0.5 1.0 ― ー ― ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― 豚(1)、鶏(4） 豚(1)、鶏(4）
T3 1.5 1.5 ― 1.5 0.5 1.0 ― ー ― ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― 豚(1)、鶏(4） 豚(1)、鶏(3）
T4 1.0 1.0 ― 0.5 ー 0.5 ― 耕作放棄
（0.5）
― ネギ、ニラ ― 山椒 ― ― ― 鶏(3) ―
B1 111.5 11.5 100.0 111.5 11.5 ― 100.0 ー コメ、トウモロコ
シ、馬鈴薯、サ
ツマイモ、大豆











B5 40.0 10.0 30.0 40.0 10.0 ― 30.0 ー コメ、トウモロコ
シ、馬鈴薯、サ
ツマイモ、油菜
トウモロコシ ― ― 燃料用柴 ― ― 豚（2）、鶏（5） 豚（1）
B6 16.0 6.0 10.0 16.0 6.0 ― 10.0 ー コメ、トウモロコ
シ、馬鈴薯、サ
ツマイモ
　― ― ― 燃料用柴 ― ― 豚（1） ―
B7 11.0 5.0 6.0 11.0 3.0 2.0 6.0 ー コメ トウモロコシ、
馬鈴薯
― ― 燃料用柴 ― ― ― ―




― ― ― ― 牛
（1）
豚（1）、鶏（6） 豚（3）





― ― ― ― ― 豚（2）、鶏（10） 豚（1）
B3 4.1 4.1 ― 4.1 4.1 ― ― ー トウモロコシ、サ
ツマイモ


























3. 生産と販売  
 












































































注：凡例：  支出有，① 最も多い支出，② 二番目に多い支出 


















が中心的に農業生産を行なってきた B 鎮が進んでいる。 
 
5. 収入状況  
 





政策上における位置によるものである。2008 年 11 月時点では，「糧食生産の不適切





また，農業収入と非農業収入の比較については，農家 15 戸のうち，10 戸の農家は
農業収入より非農業収入が多かったと回答している（2007 年）。反対に，農業収入の























B1 （世帯主、妻） （子ども） ○
B5 （世帯主、妻） ○
B6 （世帯主） （子ども） ○
B7 （世帯主） ○
B2 （子ども） （生活補助金） ○
B4 （農閑期に世帯主、妻） ○
























注：凡例：   収入有 
1．農村在住家族の非農業収入        
2．糧食直接補助：糧食になる主要作物（コメ，トウモロコシ，馬鈴薯，サツマ
イモ）の生産農家への直接支払い。   
    3．退耕還林補助：重慶市の場合は，基本的に標高 800m以上，傾斜度 25度以上
の耕地は林地に還す。 
4. T8 農家はトウモロコシとサツマイモを生産したが，少量なので受給できなか






6. 家庭経済状況  
 
 調査農家の耐久消費財所有状況から農家の家庭経済状況をみてみる（表 4－9）。 
 
表 4－ 9 調査農家の耐久消費財所有状況（2007年） 










































（1） 都市近郊農村の商業的農業の拡大と糧食自給の縮小  
 
表 4－10は調査農家の糧食生産，換金生産の違いをまとめたものである。  
 
表 4－ 10 調査農家の糧食生産，換金生産の比較（2007年） 
T7 T6 T8 T1 T5 T2 T3 T4 B1 B6 B7 B2 B3 B5 B4







































































































野菜 － － － － － － －
林地 － － － － － － －
その
他









































                                                   


















（3） 農業組織の展開  
 
T 鎮事例地では野菜協会という農業組織の展開がみられた。2003 年に T 鎮政府が
主導して設立された組織である。政府から経済的支援を受け，農家の出資は月 2 元


























Ｔ1 とても低い ー ー
Ｔ2 とても低い ー ー
Ｔ3 とても低い ー ー
Ｔ4 ー ー ー
Ｔ5 まずまず 現状維持 ー
Ｔ6 まずまず 現状維持 ー









Ｂ2 低い ー ー









Ｂ6 低い 現状維持 ー





















































表 4－ 12 農村生活の近年の変化について（2007年） 
農家番号 農家負担 改善点 改悪点・不満に思う点






Ｔ3 改善 農業税免除 ー


































































都市近郊農村の T 鎮では，調査農家の 8戸のうち，農業基幹労働力の非農業兼業が
1戸であった。山地農村 B 鎮では，調査農家の 7戸のうち，在宅非農業兼業が 5戸で
あった。兼業内容については，T 鎮の調査農家は企業での雇用であった。B 鎮では，




表 4－ 13 調査農家の基幹農業労働力の兼業の違い（2007年） 
鎮










































表 4－ 14 調査農家の子世帯労働力の就業の違い（2007年） 
T7 T6 T1 T8 T5 T2 T3 T4 B1 B6 B7 B2 B3 B5 B４
☓ ○ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓
在宅 ☓ ○ ☓ ○ ○ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓

























表 4－ 15 調査農家の農繁期の労働力利用の違い（2007年） 
鎮

































表 4－ 16 調査農家の農業基幹労働力の比較（2007年） 
T鎮調査農家 B鎮調査農家






































（3） 後継問題  
 
農業後継者について，調査農家 15 戸のうち，「いる」農家は 4 戸，「いない」農家
は 6 戸であり，「出稼ぎから帰ってきて継ぐかもしれない」等の「分からない」農家
は 4戸である。後継者については，調査時期の違いによる差異がみられた。第 1回調













                                                   
1682009 年 2月 2日国務院新聞弁公室は記者会見を開き，中央農村工作指導グループの陳
錫文主任（中央財経指導グループ副主任）は，全国の現時点の統計により，中国では「農
民工」（農村からの出稼ぎ労働者）約 2,000 万人（農民工の総量の 15.3％に相当）が不景
気（世界金融危機の原因）で失業，または職が見つからず等で故郷に戻ったと公表した。
「人民網日本語版」2009 年 2月 3日より。http://j.people.com.cn/94476/6584390.html







































































図 4－ 6 事例地における農業生産の変化及び労働力の問題  











第 5 章 糧食産地における農業の現状と課題―合川区と旧大足県の農村を
事例に 
 




















                                                   
169沈（2007），前掲書，pp.366～367，黄（2010），前掲書，pp.163～177 を参照。 
170王（1999），前掲書，pp.254～257，pp.262～265，p.267 を参照。  
171谭（2004），前掲書，p.87 を参照。  
172「糧食省長責任制」による。第 1章第 5節 6.「糧食需給政策」を参照。  
173陳（2008），前掲書，pp.195～196 を参照。  
174「高生産・高品質・高収益農業モデル区の建設食糧・棉花大県の支援」，「全国新増
















第 2節 糧食産地の特徴  
 
1. 合川区と旧大足県の概要  
 
合川区は重慶市の北西部に位置し，市中心部から 58km の距離にある（図 5－1）。
面積 2,356.1km²，23 鎮，7 街道からなる。人口 155.26 万人のうち農村戸籍人口は
104.78 万人（農業従事者 75.41 万人）を占める（2010年）。年平均気温は 18.4℃，年
平均降水量は 1,553mm である。年日照時間は 1,342 時間である。区内の河川流域面
積は重慶市でもっとも大きい。耕地面積 74,267ha のうち水田は 46,100ha，畑地は
28,167ha を占める。 
旧大足県は重慶市の西部に位置し，市中心部から合川区よりやや遠隔な 77.5km の
距離にある（図 5－1）。面積 1,399km²，22 鎮，2 街道からなる。人口 96.64 万人の
うち農村戸籍人口が 75.84万人を占める。農村労働力 43.54万人のうち，農業従事者
が 38.98 万人を占める（2010 年）。年平均気温は 17.2℃，平均降水量は 1,011mm，













図 5－ 1 合川区，旧大足県（新大足区）の位置図 
資料：図 3－2同。 




                                                   
1782012年 3月聞き取り調査（重慶市商業委員会糧食処，合川区商業委員会糧食科，農家，
龍頭企業），重慶市合川区農業委員会公式サイト http://www.hcagri.gov.cn（2012年 4
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2. 合川区と旧大足県における糧食生産の特徴  
 
表 5－1は合川区と旧大足県の糧食・油糧生産の推移である。  
 
表 5－ 1 合川区と旧大足県における糧食・油糧生産の推移（2001～2010年） 
2001年 2005年 2010年
（畆/人） n.a. 2.2 2.4
n.a. 19 23
総量 n.a. 2 2
（畆/人） n.a. 2.7 2.4
n.a. 27 20
総量 n.a. 23 18
（kg/人） 956 1,008 943
7 6 6
総量 1 1 1
（kg/人） 922 1,145 1,104
10 2 2
総量 4 6 7
（kg/人） 13 18 22
25 24 24
総量 15 12 4
（kg/人） 13 29 67
23 15 2


















































  2. 順位：重慶市における順位 
 
合川区と旧大足県における糧食生産・油糧生産の特徴をみてみる。  
まず，合川区の糧食作付面積は 2005 年，2010 年のいずれも重慶市で 2 位であり，









産量179は 2005年に重慶市の 1位となっており，2010年には 2位であった。近年，油
糧の生産も重慶市の上位になっていることがわかる。  
 























                                                   
179単位面積の糧食の生産量＝年間の糧食生産量／年間の糧食作付総面積。大足県は 2005
年に重慶市の 1位。  
180第 3章第 4節 1.「重慶市の糧食生産の地域区分」を参照。 
181非糧食主産区，非糧食生産大県における糧食生産補助資金は，地方政府自ら調達する
ことになる。  





















































































サイト184，『重庆市现代农业建设总体规划（2008-2017 年）』(2008) 185，本論文第 1






                                                   
183 http://www.agri.gov.cn（2012 年 4月）。  





第 4節 事例地の概要  
 






川区の D 街道，Y鎮，Sy鎮，旧大足県の S鎮の農村を選定した（図 5－2，図 5－3）。 
D街道事例地は合川区市街区内北東方面に位置し，観光名所が付近にある農村であ
る。面積 61.7km2で，山の中腹に位置し，傾斜地である。人口 49,767 人のうち農村
戸籍人口は 35,998人を占める。耕地面積 1,583haのうち水田は 1,108ha，畑地は 475ha
を占める（2006年）。 
Y鎮事例地は合川区東北の近郊に位置し，区政府所在地より 9㎞の距離にある農村
である。面積 129.89km2で，丘陵地であり，耕地面積は 4,772ha である。人口約 84,240




離にある農村である。面積 22.64km2で，比較的平坦である。人口 16,999 人のうち農
村戸籍人口が 15,922 人を占める（2007 年）。年平均気温は 18℃，降水量は 1,100～
1,350mmである。耕地面積 833haのうち水田は 760ha，畑地は 73ha を占める（2008
年）。水源が豊富であり，水田の占める割合が高い。  
S鎮事例地は旧大足県（新大足区）の西部に位置し，県政府所在地より 11㎞の距離
にある農村である。面積 76.28km2で，比較的平坦であり，耕地面積は 2,223ha であ
る。人口は 52,256 人（世帯数 13,919 戸）で，全人口が統計上農村戸籍人口となって
いる186（2011 年）。年平均気温 17.4℃，降水量 1,010mm，日照時間 1,314.1 時間で
ある。亜熱帯性気候で降雨に恵まれ，気候は温和であり，水稲栽培に適応しており，
農地で水田の占める割合が重慶市でもっとも高い地域である。また，地域では，コメ
                                                   




第 1 回調査は 2010 年 1 月に行った。重慶市農業局法規処，重慶市農業局糧食処，
重慶市合川区農業委員会の協力を得て，D街道と Y鎮を選定し，農家の聞き取り調査
を行った。 
第 2 回調査は 2011 年 3 月に行った。第 1 回調査で訪問した農家を対象に再調査を
行った。そこでさらに 1戸の農家を訪問し，聞き取り調査を行った。  
第 3 回調査は 2012 年 3 月に行った。重慶市商業委員会糧食調控処，重慶市合川区
商業委員会糧食調控科の協力を得て，糧食生産の組織化と産業化が進んでいる合川区



























区       
（D街道，Y鎮，Sy鎮）  
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       












図 5－ 2 合川区 D街道，Y鎮，Sy鎮事例地の位置図 
資料：図 3－8，図 3－9 同。 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  国道 
  省道 
円 区政府を中心に，半径 10㎞，20㎞ 




千米   
区政府   





D a z u
県 
（S鎮）  
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       










図 5－ 3 旧大足県（新大足区）S 鎮事例地の位置図 
資料：図 3－8，図 3－9 同。 
S鎮事例地 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  省道 
円 県政府を中心に，半径 10㎞，20㎞ 
▲  事例地 
県政府   大足石刻   
千米    
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第 5節 調査農家の農業生産の現状  
 











表 5－ 3 調査農家の生産状況 
農家　
（概要時期）
（基幹労働力） （うち借地） 出荷量 出荷先 耕起 田植え 稲刈り
D　　（2009年） ー コメ 1,000 ー ー ナタネ n.a. 豚 2
世帯主（37歳） （水田） 2.0 ー トウモロコシ n.a. 大豆 n.a. 鶏 30
妻（37歳） （畑地） 2.0 ー サツマイモ 500
（林地） 1.0 ー
A　　（2009年） 5.0 コメ 4,000 ナタネ 75 葛根 豚 3 養蚕
世帯主（57歳） （水田） 8.5 4.5 トウモロコシ 1,500 大豆 50 鶏 20
　　　　　　妻（54歳) （畑地） 1.5 0.5 サツマイモ 4,000
B　　（2009年） ー コメ 2,500 650 集貨商人 ナタネ 150 葛根 豚 4 養蚕
世帯主（63歳） （水田） 5.0 ー トウモロコシ 2,000 （搾油量） 50 鶏 20
妻（60歳） （畑地） 2.0 ー サツマイモ 2,500
大豆
50 家鴨 10
C　　（2010年） 6.0 コメ 4,500 4,000 集貨商人 ナタネ n.a. 葛根 豚 6
世帯主（79歳） （水田） 12.0 4.0 トウモロコシ 2,000 大豆 n.a. 鶏 10数
（畑地） 3.0 2.0 サツマイモ 5,000 家鴨 10数
E　　（2011年） 9.5 コメ 5,000 4,000 合作社 ナタネ 豚 8
世帯主（48歳） （水田） 11.5 7.5 トウモロコシ 3,000 （搾油量） 30 鶏 10数
妻（47歳） （畑地） 3.1 2.0 サツマイモ 5,000 大豆 50
F　　（2011年） 6.0 コメ 3,000 2,000 合作社 ナタネ 豚 12
世帯主（42歳） （水田） 7.0 4.0 トウモロコシ 2,000 （搾油量） 100 鶏 10
妻（40歳） （畑地） 3.0 2.0 サツマイモ 5,000 大豆 75 家鴨 10
鵝 10
G　　（2011年） ー コメ 1,500 ー ー ナタネ 150 豚 2
世帯主（61歳） （水田） 4.0 ー トウモロコシ 450 大豆 50 鶏 10
妻（54歳） （畑地） 0.3 ー サツマイモ 500 家鴨 9
H　　（2011年） ー トウモロコシ 900 ー ー ナタネ n.a. 豚 4
世帯主（51歳） （水田） ー ー サツマイモ 1,000 大豆 n.a. 鶏 6
妻（48歳） （畑地） 0.6 ー 家鴨 5
I　　（2011年） ー トウモロコシ 500 ー ー ナタネ n.a. 豚 2
世帯主（59歳） （水田） ー ー サツマイモ 900 大豆 n.a. 鶏 5










































































































































































































1頭 1台 ー 1台 なし ー
現状維持。
























1台 ー ー 雑貨行商 兼業＞自営農業













































プの賃借料金は 10 元/時間である。基幹労働力は 30 代後半の世帯主夫婦で，出稼ぎ
からの Uターン者である。夫婦ともに 1994年から省外への出稼ぎを行なっていたが，






















2. Y鎮の事例―A農家，B 農家，C 農家  
 
A 農家の 2009 年時点での農業生産の特徴は，作物生産と畜産の複合経営であるこ
とである。生産品目は，作物の生産，畜産，漢方薬材原料の生産，養蚕からなる。経
営面積は借地190を含め，10 畆である。それ以外に，請負農地の 2 畆（水田と畑を含
む）は近所に起業したウサギ飼育場に貸付中である。貸付料金は，水田 420元/畆・年，





















































                                                   




































E 農家のもうひとつの特徴として，Sy 鎮にある後述するコメ生産合作社 J(以下は
合作社 Jとする)の組合員である点があげられる。合作社 Jは組合員を対象に，モミの
価格下支えを保障する価格補償制度と出荷奨励金制度を設けている。出荷奨励金制度
は出荷モミ量 50kg に 2 元の奨励金を農家に支払う制度である。E 農家のモミはすべ
て合作社 J に出荷される。E 農家の農業経営における現金収入は主に農産物の販売，
直接払いである。2011 年に受け取った直接支払いは糧食直接補助金(30 元/畆・年)と




料 50kgを提供する制度が設けているからである。  
















                                                   
192コメ加工のアルバイトの賃金は歩合制である。2012 年 3月農家聞き取り調査より。 
193第 6章第 6節 1．p.171（注 217）を参照。  
147 
 









4. S鎮の事例―G 農家，H 農家，I 農家  
 
G 農家の 2011 年の時点の経営形態は，作物生産と畜産の複合経営である。農家の
































基幹労働力は 51 歳の世帯主と 48 歳の妻である。2011 年の H 農家の農業による現
金収入は主に畜産物の販売，水田の貸付，役牛の貸借，オペレータ料からなる。農業




























H 農家と同様で，I 農家も龍頭企業 K からコメ―ナタネ生産の作業委託を受ける。





















（1） コメ生産の農民専業合作社 J  
 




合作社 J の 2011 年の組合員は 3,100 戸である。組合員の水田面積の合計は 11,806
畆である。組合員は地元の合川区 Sy鎮の農家もいれば，他の鎮の農家，また，Sy鎮
に隣接している四川省の農家もいる。  




モミ出荷量 50kg に対し，2 元の奨励金を支払う出荷奨励金制度を設けている。④組















                                                   














図 5－ 4 農民専業合作社 Jと組合員の関係 
資料：聞き取り調査（2012年）より作成 
 
（2） コメ―ナタネ生産の龍頭企業 K  
 
龍頭企業 Kは 2003年に成立し，旧大足県のコメ加工企業 2社と食品加工企業 1社




は，龍頭企業 K の自社所有の生産基地で生産を行う。龍頭企業 K は旧大足県で農家
と農地貸付契約を締結する形で，13,300 畆の水田を集積して基地として利用している。




契約生産については，龍頭企業 K は旧大足県の 18 鎮・郷で計 13 万戸の農家(農地
規模計 220,000 畆)と糧食の契約生産を締結している。また，重慶市の他の県において
                                                   
1952012 年 3月聞き取り調査より。 
（契約生産） 





































機械を導入している。2010 年に龍頭企業 K は国家級龍頭企業に昇格し，政府から各






































（1） 農家の借地ケースの増加  
 
Y 鎮と Sy 鎮では，農家は周辺農家の耕作放棄地を借地として耕作するケースの増
加がみられている。経営面積が拡大傾向にあると推測される。  
表 5－5 では，調査農家の借地状況である。借地を利用して生産規模拡大した農家




                                                   





表 5－ 5 調査農家の借地及び作物生産の状況  
水田 畑地 水田 畑地 養豚（頭）家禽（羽）
C
（2009）
































（2） 農家の多角化経営の展開と農産物の販路の安定化  
 
 表 5－6は事例地における農産物の販路の状況である。  
 
表 5－ 6 事例地における農産物の販路の状況  
事例地 品目 従来の販路 安定した販路
D 全農産物 商人（余剰のみ） （2000年～）農家レストラン・民宿の顧客
Sy コメ 商人 （2008年～）合作社J
S コメ 商人 （2003年～）龍頭企業K  
資料：聞き取り調査（2010年，2012年実施）より作成 
 


















表 5－ 7 調査農家の農業生産における機械導入の比較  
田植え 稲刈
D D　　（2009年） 役牛利用 雇用労働力利用 雇用労働力利用
C　　（2010年） 役牛利用 家族労働力利用 家族労働力利用
A　　（2009年） 機械導入 家族労働力利用 機械稲刈り委託




































































































































表 5－ 9 調査農家の農地貸付の状況 
うち うち
水田 畑地 水田 畑地
A 7.0 n.a. n.a. 2.0 n.a. n.a. 29% 15年
B 7.0 5.0 2.0 0.5 0.5 0.0 7% 15年
H 5.3 4.7 0.6 4.7 4.7 0.0 89% 15年
































































































































満 20畆の糧食生産大規模農家は少なかった。合川区 Y鎮では，7000 戸の農家中，糧



















































                                                   
197(中国語)国务院 2001 年 7 月 31日「关于进一步深化粮食流通体制改革的意见」（国发
[2001]28 号）。  
198第 1章の第 5節 6.「糧食需給政策」を参照。  























第 2節 糧食自給区の糧食需給の現状   
 
2009 年の中国全体の糧食総生産量は 5 億 3,082 万 t で，そのうち，糧食主産区が
77.1％，糧食自給区が 16.4％，糧食調達需要区が 6.5％を生産している205。 
11の省・自治区・直轄市からなる「糧食自給区」では現在，糧食需要の増加がみら
れる。需要増加の要因としては，まず第 1 に，人口の増加があげられる。2004 年か
                                                   
200居煇ほか『气候变动与中国的粮食安全』学苑出版社，2008年。  
201蓝海涛ほか「我国中长期粮食安全的重大问题及对策」『宏观经济研究』，2007 年 6号，
http://www.lw23.com/paper_16907011/（2010 年 5月）。  
202レスター・ブラウン『だれが中国を養うのか』ダイヤモンド社，1995 年。  
203レスター・ブラウンほか「中国缺水将动摇世界粮食安全」『战略与管理』，1998 年 6 号，
http://paper.dic123.com/paper_90413821/（2010 年 5月）。  
204王文龙ほか「治标更要治本」『改革与战略』2007 年，
http://www.lw23.com/paper_16707091/（2010 年 5月）。  
205丁声俊「国家粮食安全砥柱亟需坚固」，2011 年，
http://www.jxgrain.gov.cn/html/2011-01/13945.html（2011 年 10月）。  
163 
 
ら 2009年まで，該当区域の人口は 197万人増加した（増加率 1%）。第 2に飼料需要
の増加である。上記 5年間に，該当区域の畜産物の生産量は肉類 229万 t（増加率 118%），
乳製品 187 万 t（増加率 138%），卵類 30 万 t（増加率 113%）と急増しており，これ
らから飼料用糧食需要が増加していると考えられる206。 












第 3節 重慶市の糧食需給の現状  
 
ここでは，全国の「需給均衡区」の 1 つであり，内陸部の中心都市である重慶市に 
おける糧食生産の現状をみていく。  
2004年から 2009年まで，重慶市の人口は約 66万人増加した。また，肉類の生産
量は 2004年と比べて約 21万 t増加している（増加率 112%）。 
図 6－1は 1996年から 2009年の間の重慶市の糧食消費量の推移である。食用，家
禽飼料用，家畜飼料用，酒造用のいずれの用途においても糧食需要量の増加が明らか
である。特に，家禽飼料用の増加が著しい。  





208第 1章の第 5節 6.「糧食需給政策」を参照。  
209丁声俊「国家粮食安全砥柱亟需坚固」，2011 年，






















区 6.3万 ha，商品口糧供出区 15.7万 ha，糧食生産不適切地 2.3万 haである。糧食
の生産量も同期間に全体で 415万 t減少している。各糧食生産区地域における減少の
内訳は，糧食自給区 108万 t，商品口糧供出区 215万 t，糧食生産不適切地 92万 tで
ある。 
一方，糧食以外の農産物生産の拡大，特に野菜生産の急速な拡大がみられている（図





                                                   
210蒋昌禄「对重庆市粮食自给与可持续发展的思考」『南方农业』第 5 卷第 12 期，2011 年，
pp.32～34より。  

















































第 4節 潼南県における野菜生産の展開  
 
潼南県は重慶市の西部に位置し，市中心部から 93km の距離にある（図 6－3）。面







県の野菜生産量は 2009 年に重慶市の中で第 2 位となり，野菜は農業発展のための一
                                                   
212『重慶統計年鑑』http://www.cqtj.gov.cn/html/tjsj/tjnj/（2010年 5月）。  


















  高速道路 
  鉄道 
  長江 
円 市政府を中心に，半径 60㎞，120㎞ 
▲  事例地 
千米   







































































県     
（g街道，d鎮，t鎮）  
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       









図 6－ 5 潼南県－ｇ街道，ｄ鎮，ｔ鎮事例地の位置図  





  高速道路 
  鉄道 
  国道 
  省道 
円 県政府を中心に，半径 10㎞，20㎞ 
▲  事例地 
県政府  
千米   




d 鎮は潼南県の中南部で，t 鎮よりやや県中心地よりに位置し，面積 61km²，人口









g街道は潼南県中心地のすぐ北に位置し，面積 96.18 km²，人口 6.1 万人（2009年）
の潼南県の中心地である。g 街道の農村は中心地の都市近郊農村である。農地面積は
1,954ha で，河川沿岸に集中しており，水が豊富かつ平坦地である。g 街道農村では












                                                   
215潼南県に参入した企業と契約する場合，農地貸借料金として農家に籾 212.5kg～300 ㎏
/畆・年或いは相当な現金を支払う。契約期間は一般的に 15～20年間である。2010 年 1
月農家，龍頭企業 N 聞き取り調査より。  
216データは重慶市潼南県人民政府公式サイト（d 鎮概略）http://tn.cq.gov.cn/jzxx/147/を











第 6節 調査農家の生産経営の現状  
 
1． t 鎮調査農家の生産経営の現状 
 
t鎮の調査農家の概要は表 6－1，表 6－2のとおりである。 
 
表 6－ 1 t鎮調査農家の概要―基幹労働力・経営面積・作物生産（2009 年） 
鎮・ 農家
街道 （基幹労働力）
Tt-1 10.20 6.30 コメ 2,500
世帯主の妻 （水田） 8.25 5.25 トウモロコシ n.a. ナタネ 100
（45歳） （畑地） 1.95 1.05 サツマイモ n.a.
Tt-2 コメ 3,700
世帯主（66歳） 10.35 3.75 コムギ 90
妻（66歳） （水田） 7.35 1.95 トウモロコシ 700 ナタネ 100
（畑地） 3.00 1.80 サツマイモ 1,000
ダイズ 100
Tt-3 13.05 9.00 コメ 3,000
世帯主（59歳） （水田） 7.50 4.95 トウモロコシ 1,000 ナタネ n.a.
妻（57歳） （畑地） 5.55 4.05 サツマイモ 10,000
Tt-4 コメ 10,000
24.00 15.00 トウモロコシ 1,000 ナタネ 500
世帯主（60歳） （水田） 19.95 13.05 サツマイモ 10,000 ラッカセイ n.a.
















表 6－ 2 t鎮調査農家の概要―畜産・生産資材・収入（2009年） 
鎮・ 農家
街道 役牛 ポンプ 機械
Tt-1 豚 5 コメ 1,600
鶏 10 豚 1,300
家鴨 10 補助金 250
鵝 1
Tt-2 豚 3 コメ 4,000
鶏 9 豚 2,400
家鴨 2 補助金 270
西鴨 2
Tt-3 豚 4 コメ 3,200
鶏 10 豚 2,000
家鴨 10 補助金 240
Tt-4 豚 8
鶏 10 コメ 13,000
家鴨 8 豚 n.a.















































2． d鎮，g街道における調査農家の生産経営の現状  
 
調査農家の概要は表 6－3，表 6－4のとおりである。 
 
表 6－ 3 d 鎮，g街道調査農家の概要―基幹労働力・経営面積・作物生産（2009年） 
鎮・ 農家
街道 （基幹労働力）
Td-1 9.30 3.75 コメ 4,000 ナタネ ハクサイ
世帯主の妻 （水田） 7.95 3.15 トウモロコシ n.a. （搾油量） 150 カリフラワー 500
妻（48歳） （畑地） 1.35 0.60 サツマイモ 2,000 ラッカセイ 100 ダイコン
Td-2 13.95 5.10 コメ 4,900 ハクサイ 5,000
世帯主（51歳） （水田） 10.95 4.05 トウモロコシ n.a. ナタネ カリフラワー 1,000
妻（51歳） （畑地） 3.00 1.05 サツマイモ 1,500 （搾油量） 100 ダイコン 500
Tg 4.05 ー ハクサイ
別戸籍長男 （水田） ー ー キャベツ
（46歳） （畑地） 4.05 ー ナス等
経営面積（単位：畆） 作物生産（生産量、単位：kg）


















なる。2010 年 1月農家聞き取り調査より。  
220糧食作付補助金は糧食を作付する農家への直接支払い金であり，「直補金」ともいう。
支払い金額や算定基準に地域差がある。潼南県内の事例地でも，40元/人・年や 57 元 /畆・
年と様々であった。2010 年 1月農家聞き取り調査より。  
173 
 
表 6－ 4 d 鎮，g街道調査農家の概要――畜産・生産資材・収入（2009 年） 
鎮・ 農家
街道 役牛 ポンプ 機械
Td-1 豚 4 コメ 2,400
鶏 10+α 豚 n.a.
家鴨 5 露地野菜 1,000
補助金 302
Td-2 豚 4 コメ 2,400
鶏 20 豚 n.a.








































とも共通した要素である。一方，d 鎮の特徴として以下 2 点があげられる。第 1 に，
販売目的とした露地野菜生産の展開である。第 2 に，Td-1，Td-2 農家が地域に参入
した野菜生産企業（以下龍頭企業 N とする）と農地貸借契約221を締結しているため，
2011 年から 15 年間，龍頭企業 N に農地を貸付ける予定である（Td-1 農家 4.45 畆，
Td-2 農家 8.75 畆）。龍頭企業 N はすでにｄ鎮の農家から約 2,000 畆の農地を集積し
ており，2011 年以後は， d 鎮事例地では生産の実質的な担い手は企業となる予定で
ある。Td-1，Td-2農家の自営農業の生産規模が大幅に縮小されると考える。 
                                                   
221農地貸借料金として農家に籾 212.5kg/畆・年（あるいは相当な現金）＋果樹分の相当な











3． その他の農業経営体  
 




龍頭企業 N は潼南県で農家と農地貸付契約を締結する形で，10,000 畆（うち d 鎮
2,000 畆）の農地を集積して基地として利用している。生産はすべて自社所有の生産
基地で行われる。野菜の栽培，収穫，出荷，日常の管理等は労働者を雇って行われる。  
d 鎮事例地では，龍頭企業 N が 2,000 畆の農地貸付契約を締結しており，2011 年
から野菜生産が行われる予定である。  
 





1． 農地流動化の展開―t 鎮における大規模農家の存在  
 
事例から農地流動化の展開がみられた。ｔ鎮における大規模農家の存在がみられた
                                                   
222農地耕作補助金は農地を耕作放棄させないための，政府から農家への直接支払い金であ
る。支払い金額や算定基準に地域差がある。潼南県内の事例地でも，16 元 /人・年や 20





表 6－ 5 t鎮調査農家の借地状況（2009年） 
単位：畆 
水田 畑地 契約形式
Tt－1 10.2 5.3 1.0
Tt－2 10.4 2.0 1.8
Tt－3 13.1 5.0 4.0































図 6－ 6 d 鎮における農業企業の農地集積 
資料：聞き取り調査（2010年 1月）より作成 
 








































                                                   
223ｇ街道では，企業による農地集積は農家の希望貸付地代（農家家族人数分月 2,000～






























図 6－ 7 事例地における商業的農業生産の展開 




う 1つは農家の小規模野菜専業生産による展開である。  
第 2に，立地条件の違いによる農地市場（農地集積）の特徴がみられた。農地の流





































                                                   




第 7 章 農業構造調整下における伝統的商品作物産地の変容―涪陵区の農
村を事例に 
 


















                                                   


































                                                   
227小林熙直「中国の退耕還林政策～現状と課題」『アジア地域の環境対策の現状と課題』
アジア研究シリーズ No.66，2007 年。  








図 7－ 1 涪陵区の位置図 
資料：図 3－2同。 
 
第 2節 涪陵区における伝統的商品作物産地の特徴  
 







                                                   
231涪陵ザーサイの公式サイト http://www.flzc.com（2011 年 5月）を参照。  
涪陵区 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  長江 
円 市政府を中心に，半径 60㎞，120㎞ 
▲  事例地 
千米   
   
182 
 



















図 7－ 2 涪陵区の伝統的なザーサイ加工の過程 
資料：涪陵ザーサイの公式サイト http://www.flzc.com（2011年 5月）を参考に作成 
 




































































                                                   
234涪陵ザーサイの公式サイト http://www.flzc.com（2011 年 5月），涪陵区人民政府公式
サイト『涪陵年鑑』http://fl.cq.gov.cn（2011 年 5 月）を参照。  
235涪陵ザーサイの公式サイト http://www.flzc.com（2011 年 5 月）。  
236涪陵区人民政府公式サイト『涪陵年鑑』http://fl.cq.gov.cn（2011 年 5 月）。 
237涪陵区榨菜（ザーサイ）管理弁公室公式サイト
http://www.hudong.com/wiki/%E6%A6%A8%E8%8F%9C%E5%8A%9E（2011 年 5 月）。 
238涪陵ザーサイ集团股份有限公司「股票招股说明书」
http://www.csrc.gov.cn/pub/zjhpublic/G00306202/201010/P020101011632792650638.p




























































2000年 1.83 201 15.5
2001年 1.94 202 16.97
2002年 2.00 120 18







区内のザーサイ加工場は 500 軒を超え，ザーサイ生産量は 1.05 万 t に達した。新中
国建国後，1978年には区内のザーサイ生産量が 3.2万 tに達した。以後，1980年代，
1990年代においてもザーサイの原料作物の栽培面積，栽培農家数，ザーサイの生産量
が年々増加し，2004 年に涪陵区内では 7 割を超える農家が原料栽培を行い，生産量
は 20万 tに達した。2007年，涪陵区内のザーサイ加工場・企業数は全国の 34%を占
185 
 
めた。2008 年，涪陵区域内におけるトップ 2 社のザーサイ加工企業の販売シェアは
全国 1位と 3 位を占めた239。 
2010 年，重慶市の青菜頭栽培面積は全国の 60％を占め，涪陵区の青菜頭栽培面積

























第 2に，栽培期間がコメ収穫後の 10月から翌年の 2，3月までであるため，労働力
配分上においても地域農家の他の作物生産と合理的な作付体系が形成されている。  
第 3に，青菜頭の栽培に必要とする堆肥供給が農家の家畜，家禽の生産から確保で










第 5に，青菜頭の天日乾燥等，ザーサイの加工に適した地域の自然環境である。  
 











1997 155,918 121,584 78% n.a. n.a.
1998 154,875 120,222 78% 14,733 10%
1999 151,581 116,907 77% 16,533 11%
2000 151,575 112,765 74% 17,667 12%
2001 151,147 108,690 72% 19,387 13%
2002 144,353 102,642 71% 20,000 14%
2003 140,351 99,035 71% 21,333 15%
2004 148,398 99,812 67% 23,333 16%
2005 149,194 100,277 67% n.a. n.a.
2006 155,570 100,620 65% 31,267 20%
2007 159,721 100,107 63% 33,533 21%
2008 159,954 95,421 60% 35,933 22%
2009 166,194 95,788 58% 39,133 24%








涪陵区では，1997年から 2010年にかけて，作物生産の作付面積が 155,918ha から
166,194 ha に増加している。そのうち，青菜頭の栽培面積は 1998年の 14,733 ha か
ら 42,067 ha に約 3 倍に増加している。一方，糧食の作付面積が 121,584 ha から
187 
 
96,828ha に減少しており，作物生産における糧食生産の比率が 78%から 57%に減少


























































































































    
（Z鎮，N鎮）  
    
図例：             
  商品口糧供出区     
    糧食自給区       










図 7－ 5 涪陵区－Z 鎮，N鎮事例地の位置図 
資料：図 3－8，図 3－9 同。 
図例： 
  高速道路 
  鉄道 
  国道 
  省道 
長江 
円 区政府を中心に，10㎞，20㎞ 










事例地の Z鎮，N 鎮はともに長江の両岸に位置し，傾斜地である。 























































































2006 2007 2008 年
N鎮
2006 2007 2008 
Z鎮
 












事例地の Z鎮とN鎮における農業政策の具体的適応は表 7－5のようになっている。 
 






















































































こうして，Z鎮，N 鎮では，近年，多様な政策が展開されている。  
 
































2．Z 鎮事例―Aｚ農家  
 
農家概要は表 7－6，表 7－7のとおりである。 
 

















Az　　　　（2009年） 3.0 トウモロコシ n.a. 青菜頭 3.0
世帯主（54歳：小卒） 請負 1.6 サツマイモ n.a. 露地野菜 n.a.
妻（53歳：小卒） 借地 1.4 大豆 n.a.
Bn　　　　（2010年） 3.2 青菜頭 3.2
世帯主（52歳：小卒） 請負 1.2 大豆 0.4 露地野菜 n.a.
妻（48歳：小卒） 借地 2.0 煙草の葉 0.4
Cn　　　　（2010年） 6.0 青菜頭 6.0





















表 7－ 7 調査農家の概要―その他の生産の状況 
農家
概要時期
Az 豚 13 柑橘 160 ザーサイ原料 7,000
2009年 鶏 10 ライチ 3 豚 6,000
家鴨 4 果実 4,000
養蚕 2,000
Bn 豚 2 柑橘 n.a. ザーサイ原料 8,400
2010年 鶏 4 ライチ n.a. 豚 2,400
ビワ n.a. 果実 n.a.
退耕還林補助金 n.a.
Cn 柑橘 222 ザーサイ原料 18,000
2010年 ライチ n.a. 果実 n.a.
ビワ n.a. 退耕還林補助金 n.a.
Dn 鶏 3 柑橘 200 果実 n.a.







































よりメタン発酵燃料活用ができている，④1.6 畆の請負農地に柑橘を 160 本栽培して
































































































2． 退耕還林対象地域における畑作生産の変化  
 













図 7－ 7 事例地の退耕還林政策実行の過程  
資料：聞きとり調査（2010年 1月，2011年 3月）より作成 
  







表 7－ 9 調査農家の畑作糧食生産の現状 
穀物 いも類 豆類
トウモロコシ サツマイモ 大豆
Bn（2010年） ☓ ☓ ○
Cn（2010年） ☓ ☓ ○
Dn（2009年） ☓ ☓ ☓
農家（期間）
 

























第 3 に，その他の伝統商品作物の生産の衰退である。表 7－ 10 は調査農家の伝統
品目の生産状況を示したものである。調査農家 4戸の中，現在でも青菜頭，ザーサイ
加工を行っている農家が 3戸，養蚕を行っているのが 1戸，葉たばこの生産を行って
いるのが 1戸，麻の生産を行っている農家は 0戸であった。 
 





Z Az（2009年） ○ ○ ○ ☓ ☓
Bn（2010年） ○ ○ ☓ ○ ☓
Cn（2010年） ○ ○ ☓ ☓ ☓
Dn（2009年） ☓ ☓ ☓ ☓ ☓
N
 










































図 7－ 8 物質の循環とメタン発酵 
資料：聞き取り調査（2010年 1月）より作成  
 





















































図 7－ 9 伝統的作物産地の農業生産の変化   




































































第 2章では，中国内陸部の農業の時系列的変化と現状について分析を行った。  
その結果，第 1に，農業市場の変化として，農家の農産物販売量の増加，労働力市
場の急速な拡大，農産物の総作付面積の増加，農家の農地利用の増加傾向といった点
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